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※表紙中央の図は，全国障害者スポーツ大会のシンボルマークです。 
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第１９回全国障害者スポーツ大会 

準備委員会委員の変更について 
 

                                               （敬称略） 

所属機関・団体、役職名 新任者 旧任者 

社会福祉法人茨城県視覚障害者協

会会長 
坂 場 篤 視 本 多   操 

社会福祉法人茨城県社会福祉協議

会 常務理事兼事務局長 
坂 本 達 保 海 野 富 夫 

茨城県特別支援学校体育連盟会長 根 本 忠 行 岡 部 しのぶ 

一般財団法人茨城陸上競技協会会

長 
櫻 井 洋 二 関 山 由 雄 

茨城県バスケットボール協会会長 薄 井 宏 美 寺 山     徹 

茨城県卓球連盟会長 川 田   進 中 川 靖 雄 

茨城県保健福祉部長 松 岡 輝 昌 森 戸 久 雄 

茨城県国体推進監 山 﨑   裕 小 野 嘉 久 

茨城県教育庁学校教育部長 

（茨城県教育庁教育次長） 
森 田   充 忍 田  暢 男 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

審 議 事 項 
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第 １ ９ 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 

準備委員会委員の選任（追加案）について 

 

                                             （敬称略） 

所属団体、役職名 氏 名 

国立大学法人筑波大学体育系准教授 齊藤 まゆみ 

 

（理由） 

  準備委員会のより一層の充実・強化を図るため，高度・専門的なスポーツ科学等の 

知識・指導力を有する筑波大学を構成員に加える。 
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第 １ ９ 回 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 

マスコット及びロゴデザイン（案）について 
 

 

 大会マスコットについては，国体と共通の「いばラッキー」を使用し，国体

にない競技，手話通訳及び要約筆記ボランティアに関するオリジナルキャラク

ターを 下記のとおりとし，大会ＰＲ等に活用することとしてよろしいか。 

 また，「いきいき茨城ゆめ国体」のロゴデザインを活用し，本大会をＰＲする

「いきいき茨城ゆめ大会」のロゴデザインを下記のとおりとしてよろしいか。 

 

 

記 

 

別冊１ 第１９回全国障害者スポーツ大会マスコット展開形デザイン及び 

    ロゴデザイン（案） 
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第 １ ９ 回 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 

実施競技及び競技運営主管団体（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技名 競技運営主管団体 

個人競技 

陸上競技（身・知） 茨城陸上競技協会 

水泳（身・知） 茨城県水泳連盟 

アーチェリー（身） 茨城県アーチェリー協会 

卓球（身・知） 

※サウンドテーブルテニス

（身）を含む。 

茨城県卓球連盟 

フライングディスク（身・知） 茨城県障害者フライングディスク協会 

ボウリング（知） 茨城県ボウリング連盟 

団体競技 

バスケットボール（知） 

茨城県バスケットボール協会 

車椅子バスケットボール（身） 

ソフトボール（知） 

茨城県ソフトボール協会 グランドソフトボール（身） 

フットベースボール（知） 

バレーボール（身・知・精） 茨城県バレーボール協会 

サッカー（知） 公益財団法人茨城県サッカー協会 

注）（身） 身体障がい者が出場できる競技 

（知） 知的障がい者が出場できる競技 

（精） 精神障がい者が出場できる競技 

実施競技は、公益財団法人日本障害者スポーツ協会が定める「全国障害者スポーツ大

会競技規則」に基づき、個人競技及び団体競技合わせて１３競技とします。 

 また、競技運営は、公益財団法人茨城県体育協会，茨城県身体障害者スポーツ・文化

協会等の協力のもとに、関係競技団体がそれぞれ主管します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

協 議 事 項 
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第１９回全国障害者スポーツ大会 

会場（一部調整中）について 

 

 

競 技 名 会  場 所在地 

開・閉会式 
笠松運動公園陸上競技場 ひたちなか市 

陸上競技（身･知） 

水泳（身･知） 笠松運動公園屋内水泳プール ひたちなか市 

アーチェリー（身） 茎崎運動公園陸上競技場 つくば市 

卓球（身・知） 
（サウンドテーブルテニス（身）を含む） 日立市池の川さくらアリーナ 日立市 

フライングディスク（身･知） （調整中）  

ボウリング（知） フジ取手ボウル 取手市 

バスケットボール（知） 

水戸市総合運動公園体育館 

青柳公園市民体育館 

（競技別会場は調整中） 

水戸市 

車椅子バスケットボール（身） （調整中）  

ソフトボール（知） 山吹運動公園運動広場 

白羽スポーツ広場多目的スポー

ツ広場 

（競技別会場は調整中） 

常陸太田市 グランドソフトボール （身） 

フットベースボール（知） 

バレーボール（身･知・精） 

ひたちなか市総合運動公園総合 

体育館，松戸体育館 

（競技別会場は調整中） 

ひたちなか市 

かなくぼ総合体育館 

（競技別会場は調整中） 
結城市 

サッカー（知） 
ひたちなか市総合運動公園陸上

競技場及び多目的スポーツ広場 
ひたちなか市 

開・閉会式及び競技の会場は，円滑な式典・競技運営や宿泊・輸送等の利便性，選手

の負担軽減などを考慮しながら，「いきいき茨城ゆめ国体」で使用される施設等を活用し，

障害のある人に配慮した会場とします。 
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第 １ ９ 回 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 

会 場 地 市 町 村 選 定 基 本 方 針 
 
 
 

第１９回全国障害者スポーツ大会で使用する会場地は，次により選定する。 
 

１ 全国障害者スポーツ大会開催規程第６条及び全国障害者スポーツ大会開催基準要

綱５－（５）に基づき，原則として，第７４回国民体育大会の会場を使用すること

とする。 
 

２ 選手等の負担軽減，観客の利便性及び交通・宿泊施設等の状況を総合的に判断し，

開閉会式会場及び競技会場はできるだけ集中的に配置する必要性がある。 
 

３ 全国障害者スポーツ大会競技規則及びその他各競技規則に定める競技の実施に適

合する会場であること。 
 

４ コスト削減の観点から，大規模な改修・仮設を必要としない会場であること。 
 
 
 

平成２６年１０月９日 
第１回準備委員会決定 

○全国障害者スポーツ大会開催規程 第６条 
（厚生労働省告示第 385 号 H13.12.18） 

全国障害者スポーツ大会は，原則として，秋季国民体育大会の会場を使用する

ものとする。 

 

○全国障害者スポーツ大会開催基準要綱 ５－（５） 
（日本障がい者スポーツ協会 H12.1.5 制定） 

  全国大会における競技施設は，原則として，国民体育大会（本大会）の会場を

使用する。 
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第１９回全国障害者スポーツ大会競技役員等養成基本方針（案）について 

 

 

 

(1) 参加選手団規模(想定)  

選手／ 3,499 人 

役員／ 約 2,000 人(各都道府県、指定都市役員)  

ア 個人競技参加選手数[（ ）内は延べ選手数] 

競技名 参加選手数 参加種目の内訳 

陸上競技(身･知) 1,080 人(2,160 人) 
競走競技（トラック競技） 

跳躍競技 投てき競技 

水泳(身･知) 310 人(620 人) 
自由形 背泳ぎ 平泳ぎ バタフラ

イリレー・メドレーリレー 

アーチェリー(身) 70 人（70人） 
50ｍ･30ｍラウンド 

30ｍダブルラウンド 

卓球(身･知)〔サウンドテーブ

ルテニス(身)を含む〕 
320 人（320 人） 卓球 サウンドテーブルテニス 

フライングディスク(身･知) 420 人(840 人) アキュラシー、ディスタンス 

ボウリング(知) 200 人（200 人）  

合   計 2,400 人(4,210 人)  

(注) 個人競技の参加申し込みは、「全国障害者スポーツ大会開催基準要綱細則」に

定めるところによります。 

 

イ 団体競技参加チーム数及び選手数 

競技名 区分 チーム数及び選手数 

バスケットボール(知) 男女別 14 チーム(12 名)  168 人 

車椅子バスケットボール(身) 男女混合可 7 チーム(12 名)   84 人 

ソフトボール(知) 男女混合可 7 チーム(15 名)  105 人 

グランドソフトボール(身) 男女混合可 7 チーム(15 名)  105 人 

フットベースボール(知) 男女混合可 7 チーム(15 名)  105 人 

バレーボール(身) 男女別 14 チーム(12 名)  168 人 

バレーボール(知) 男女別 14 チーム(12 名)  168 人 

バレーボール(精) 男女混合 7 チーム(12 名)   84 人 

サッカー(知) 男女混合可 7 チーム(16 名)  112 人 

合    計 84 チーム 1,099 人 

(注) 各競技とも、ブロック代表６、地元代表１の７チームを予定しています。 

全国から参加する選手が、快適な環境で競技を行えるよう、競技役員等の養成を行う

とともに、ユニバーサルデザインに配慮した会場づくりを進めるなど、円滑な競技運営

を図ります。 
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(2) 競技役員等の養成・編成について 

円滑な競技運営を図るため，競技運営主管団体等の関係機関の協力を得て，競技役員及

び 競技補助員を編成･養成します。 
 

ア 競技役員・競技補助員（想定） 

競  技  名 
競技役員

(人) 

競技補助

員 (人) 
競技運営主管団体 

協力 

団体 

個
人
競
技
（
６
競
技
） 

陸上競技(身･知) 300 400 茨城陸上競技協会 

高
等
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
・
専
修
学
校 

等 

水泳(身・知) 120 80 茨城県水泳連盟 

アーチェリー(身) 40 100 茨城県アーチェリー協会 

卓球(身･知) 

〔サウンドテーブルテニス

(身)を含む〕 

100 40 茨城県卓球連盟 

フライングディスク(身･知) 100 90 
茨城県障害者フライング

ディスク協会 

ボウリング(知) 90 40 茨城県ボウリング連盟 

小   計 750 750  

団
体
競
技
（
７
競
技
） 

バスケットボール(知) 100 50 茨城県バスケットボール

協会 車椅子バスケットボール(身) 50 50 

ソフトボール(知) 80 40 

茨城県ソフトボール協会 グランドソフトボール(身) 100 40 

フットベースボール(知) 70 40 

バレーボール(身・知・精) 170 270 茨城県バレーボール協会 

サッカー(知) 90 60 
公益財団法人茨城県サッ

カー協会 

小   計 660 550  

合   計 1,410 1,300  

注） 「競技役員」は，競技運営，審判，競技記録等の業務を行います。 
  「競技補助員」は，競技役員の指示を受けて，競技運営の補助を行います。 
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イ 競技役員等の養成計画 

（ア） 競技役員 
競技運営を円滑に実施するため，障害者スポーツに対応できる役員を養成します。 

  平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

競
技
役
員 

岩手大会調査 

 

養成 

 

編成計画策定 

 

役員編成  

 

（イ）競技補助員 

   競技役員の指示を受けて，競技運営を補助する競技補助員を養成します。 

 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

競
技
補
助
員 

 編成計画策定 

協力校調査 

協力校・団体等へ 

依頼     養成 

 

競技補助員養成講習

会実施 

現地研修実施 

 

 

 

 

 

(3) 競技運営 

ア リハーサル大会 

競技運営，審判技術等の向上を図るとともに，大会に対する県民の理解と関心を 

高めるために，リハーサル大会を実施します。 

 

イ 全国代表者会議･監督会議 

大会運営や競技運営を円滑に進めるため，各選手団代表者，監督等を対象に，大 

会全般の概要や競技規則などに関する会議を開催します。 

期 日 平成 31 年 （月日は会期決定後に調整） 

 

ウ 公式練習会 

選手が十分に調整して競技に臨めるよう，公式練習日を設けます。 

① 期  日  平成 31 年 10 月 （月日は会期決定後に調整） 

② 練習会場  原則として本大会の会場とします。 

③ 練習時間  あらかじめ競技ごとに指定します。 

 

エ 競技記録，成績の収集及び発表 

各競技の記録・成績の収集及び発表は，記録本部を設置し，インターネットなど 

を活用し，正確かつ迅速に行います。 

講習会開催、審判実務参加、先催大会調査 

本 
 

 

大 
 

 

会 

リ

ハ

ー

サ

ル

会 

リ

ハ
ー

サ

ル

会 

本 
 

大 
 

会 
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オ 開始式及び表彰式 

開催地市町及び競技運営主管団体と協議のうえ，会場の特性や選手のコンディショ 

ン等に配慮して，必要に応じて簡素に実施します。 

 

カ 競技用具等の整備 

競技用具及び運営用器具については，競技運営主管団体と協議し，会場備え付けの

もの，「いきいき茨城ゆめ国体」で使用したものを利用するほか，県内施設，各種団体

及び民間業者からの借用あるいは購入により，競技運営に支障のないよう整備します。 

 

(3) オープン競技等 

障害者スポーツの普及・振興並びに障害に対する理解を深めるため，大会期間中に

正式競技以外の競技の実施について，関係団体等と協議し，調整を行います。 

 

(4) ユニバーサルデザインに配慮した会場づくり 

各会場は，ユニバーサルデザインに配慮し，年齢，性別，障害のある人もない人もす

べての人が使いやすい会場づくりに努めます。 

 

ア 利用しやすい会場づくり 

段差解消のためのスロープや，車いすでの利用が可能な広めのトイレ等の仮設物

を設置するなど，すべての人が利用しやすい会場づくりに努めます。 

 

イ 分かりやすい情報の提供 

会場や会場周辺の多くの人が集まる場所に案内を行う各種ボランティアを配置す

るとともに，案内看板や電光掲示板を大きな文字やふり仮名を使った標記にするな

ど，すべての人に分かりやすい情報提供に努めます。 

 



第３回準備委員会 協議事項３ 
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第１９回全国障害者スポーツ大会 

式典基本方針（案）について 

 

 

 

 

 

 

 (1) 開・閉会式 

ア 参加者に配慮した式典運営 

開・閉会式は，できるだけ簡素で効率的にし，十分な競技時間の確保と，参加する

選手・役員の負担を軽減し，健康管理に十分配慮するものとします。 

 

イ 式典催事の内容 

式典催事は，障害のある人もない人も，大会に参加する全ての人が一体となって感

動と喜びを共有できるものを検討します。 

 

ウ 音楽・演技等の構成 

式典音楽･式典演技等は，「いきいき茨城ゆめ国体」を基本として「いきいき茨城ゆ

め大会」の特徴を活かした構成を検討します。 

 

エ 荒天時の対応 

荒天時の開・閉会式については，規模を縮小して実施します。 

 

オ リハーサルの実施 

開・閉会式の円滑な運営を図るため，リハーサルを実施します。 

 

カ 参加者への情報提供 

式典に関する情報が，視覚や聴覚に障害のある人などに適切な手段によって提供で

きるように配慮します。 

 

(2) 炬火 

ア 炬火点灯 

炬火は，開会式において主会場の炬火台に点火し，大会期間中，選手たちの活躍を

見守り続けます。 

 

イ 炬火イベント 

全県的な大会気運の高揚と，障害に対する理解を深めるため，「いきいき茨城ゆめ 

国体」と連携し，炬火を活用したイベントの実施を検討します。 

 

 

式典は、「いきいき茨城ゆめ国体」と連動し、大会スローガン「翔べ 羽ばたけ そ

して未来へ」のもと、障害に対する理解を深め、障害者の社会参加に寄与する大会とす

るとともに、障害がある人もない人もすべての人が共に歩み幸せに暮らせる社会を目指

す大会とします。 



第３回準備委員会 協議事項４ 

12 

第１９回全国障害者スポーツ大会 

宿泊基本方針（案）について 

 

 

 

 

(1) 宿泊 

大会参加者が心身ともに良好な状態で大会に臨めるよう，関係機関・団体等の協力を

得て，おもてなしの心をもって快適な宿泊施設の確保と環境整備に努めます。 

 

ア 参加意向調査 

宿泊施設ごとの受入数を調整するため，参加意向調査を行い，大会参加者の障害の

程度や宿泊数などを把握します。 

 

イ 宿泊施設調査 

大会関係者の特性に合った適切な配宿のため，宿舎の客室タイプや設備面を調査し

ます。 

 

ウ 宿泊環境整備 

大会参加者が快適に宿泊できるよう，宿泊施設のバリアフリー化について理解を求

めるとともに，必要に応じてシャワーチェアーや浴槽マットなどの宿泊支援用具を配

置するほか，エレベーターに点字シールを設置するなど，宿泊環境の整備に努めます。 

 

エ 宿泊料金の設定 

「いきいき茨城ゆめ国体」との連携を図り，関係団体等と協議の上，宿泊料金を設

定します。 

 

オ 配宿 

大会参加者の障害の程度や会場までの交通，大会スケジュールなどに配慮した配宿

に努めます。 

   

カ 接遇講習会 

    大会参加者へのサービスの向上と真心あふれるおもてなしを実践するため，宿泊業

務従事者を対象に，障害に関する接遇講習会を実施します。 

 

キ 食事 

  大会参加者に提供する食事は，「いきいき茨城ゆめ国体」の献立を準用します。 

 

《宿泊者数 (想定)》 

選手団 大会関係者 

約５，５００人 約１，５００人 

１日最大７，０００人 延べ３０，０００人程度 

大会参加者の宿泊施設の確保と環境整備に努めるとともに、大会参加者及び観客の医

事･衛生に万全を期します。 
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(2) 医事・衛生 

大会参加者及び観客の安全と健康のため，関係機関及び団体等の協力を得て，医療 

救護や防疫体制の整備に努めるとともに，食品衛生の徹底を図り，会場の清掃や廃棄 

物の適切な処理を行い，清潔で快適な環境を整えます。 



第３回準備委員会 協議事項５ 
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第１９回全国障害者スポーツ大会 

輸送・交通基本方針（案）について 

 

 

 

 

(1) 輸送 

大会参加者及び観客の安全かつ円滑な輸送を行うため，関係機関・団体等の協力を

得て，道路及び交通状況を十分考慮した輸送体制の整備に努めます。 

 

ア 全国輸送 

大会参加者の来県・離県は，自由集合・自由解散としますが，安全かつ円滑な輸送

を行うため，関係輸送機関に協力を求めます。 

 

イ 県内輸送 

大会参加者については，借上げバスなどにより計画的に輸送を行います。その際は

必要に応じて，低床バスや，福祉車両を活用します。 

また，観客については，公共交通機関の利用やシャトルバスの運行などにより円滑

な輸送に努めます。 

 

ウ 車両及び駐車場 

大会参加者及び観客の輸送に必要な車両及び駐車場の確保に努めるとともに，効率

的な利用を図ります。 

 

(2) 観光 

全国から来県した大会参加者や観客に，茨城県の魅力に触れる機会を提供し，空き

時間を利用しての観光や買い物を積極的にサポートするため，関係団体との連携のも

と，観光や県産品の情報提供を行い，心のこもったおもてなしにより，多くの出会い

と交流を通し，茨城ファンの増加とリピーターの獲得に努めます。 

  

 

 

大会参加者及び観客の安全かつ円滑な輸送を行うよう努めます。 



第３回準備委員会 協議事項６ 
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第 １ ９ 回 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 

ボランティア養成基本方針（案）について 

 

 

 

 

(1) 大会運営ボランティア 

県民総参加で大会参加者や観客をおもてなしの心でお迎えするため，「いきいき茨城ゆ

め国体」と連携して，大会運営ボランティアを広く一般から募集します。 

 

ア 種別及び内容(想定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 養成計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 情報支援ボランティア 

聴覚障害のある人への情報保障を図るとともに，すべての人に分かりやすい情報提供を

行うため，関係団体等の協力を得ながら，各種情報支援ボランティアを養成します。 

 

ア 種別及び養成に係る協力団体(想定) 

種 別 人 数 養成協力団体 

手話 ３００人 

一般社団法人茨城県立聴覚障害者協会他 要約筆記(手書き) ２００人 

要約筆記(パソコン) １００人 

計 ６００人  

 

種  別 内      容 人 数 

案内・介助 総合案内所などでの案内・誘導・介助 

３，５００人 

会場整理 観客の改札，案内，誘導等 

会場美化 飾花の管理，会場内の清掃等 

会場サービス 弁当，飲み物の配布等 

式典 開・閉会式の式典補助 

ふれあい広場 ふれあい広場の運営補助等 

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

募集要項・研修計画作成 

カリキュラム作成 

養成テキスト作成 

募集・登録 

講習会実施 
配置計画策定 
 

 

研修 

 

 

県民総参加で大会参加者や観客をもてなす大会運営ボランティアをはじめ，手話や要

約筆記などを行う情報支援ボランティア，選手団と行動を共にする選手団サポートボラ

ンティアなど多様なボランティアを計画的に養成します。 

本 

大 

会 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会 
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イ 養成計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 選手団サポートボランティア 

大会に参加する選手及び役員の介助・誘導等のサポートを行い，大会運営の円滑化を図

るとともに，選手との交流を通して次世代を担う若者が障害のある方への理解を深め，大

会後もボランティアとして地域で活躍するきっかけとなるよう，学生等で構成する選手団

サポートボランティアを養成します。 

 

ア 活動内容 

選手団の歓送迎・介助・誘導・交流等，来県から離県まで選手団と一緒に行動 

します。 

 

イ 種別及び養成協力団体(想定） 

種 別 人 数 養成協力団体 

選手団サポート ８００人 大学・専修学校等 

   

ウ 養成計画 

     

 

 

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

カリキュラム・ 

テキスト作成 

 

指導者・リーダー養成 

 

 

 

 

 

 

募集 

 

研修会実施 
配置計画策定 

 
 
 

 
 
養成 

 

 

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

協力校選定・依頼 

カリキュラム・養成テ

キスト検討 

協力校決定 

カリキュラム・養成

テキスト作成 

研修会実施 

配置計画策定 

 

 

養成 

 

本 
 

大 
 

会 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会 

本 
 

大 
 

会 
 



 

いきいき茨城ゆめ大会 
翔べ 羽ばたけ そして未来へ 

２０１９ 

 

 

 

第１９回全国障害者スポーツ大会 

マスコット展開形デザイン及び 

ロゴデザイン（案） 

別冊１ 



１ いきいき茨城ゆめ大会マスコット展開形デザイン（案）【競技種目】 

 １ 



２ いきいき茨城ゆめ大会マスコット展開形デザイン（案）【その他】 

 2 



３ 国体・大会共通デザイン（案）【競技種目】 

 
3 



 

 

 

 

 

 

 

 

4 



４ 国体・大会共通デザイン（案）【その他(県民運動等)】 

 

 
5 



 

 6 
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５ いきいき茨城ゆめ大会ロゴデザイン（案） 
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＜愛称 横書き＞ 

 

 

＜スローガン 横書き＞ 

 

 

＜正式名称 横書き＞ 

 

 

＜愛称・スローガン 横書き＞ 

 

＜愛称・スローガン・正式名称・開催年 横書き＞ 

 

＜愛称・スローガン・正式名称・開催年・マスコットキャラクター・マスコットキャラクター愛称 横書き＞ 

 
   9 



＜愛称・スローガン・正式名称・開催年・マスコットキャラクター（タテ積）・マスコットキャラクター愛称

横書き＞ 

 

＜愛称・スローガン・正式名称・開催年・ 

マスコットキャラクター（タテ積）・ 

マスコットキャラクター愛称 縦書き＞ 

 

＜愛称・スローガン・正式名称・開催年 縦書き＞ 
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